平成31年（令和元年）度竹の子にほんご交流会活動報告
令和２年３月10日
竹の子にほんご交流会 代表　柳川雅央

皆様お久しぶりでございます今期も皆様方の協力で竹の子日本語交流会の活動をなんとか
無事に終了することができました。今期については、春季はあまり多くはありませんでし
たが当初９名の登録でスタートしまして春季は平均学習者15.9名で、パートナー平均参
加者は22.2名でした。秋季には平均学習者の参加者が大幅に増加して30.1名でパート
ー平均22.7名でございまして、春季は若干少ない学習者で推移しましたが秋季は大幅にふ
えましたが皆さま方の協力で無事終了することができました。　特に秋季は二人以上の学
習者を担当していただくなど、ひとえに皆様方のご協力のおかげだと感謝いたしておりま
す。今季は新型コロナウイルスの関係もあり残念ながら最後の茶話会、カルタ会ができませんでしたが、今季の活動も又５月初めごろから始まりますが、引きつづきの皆様方のご協力をよろしくお願いしたいと思います。
竹の子日本語交流会も平成１８年４月２６日に設立いたしまして、大阪大学国際教育交流センターで外国留学生、外国人研究者又その配偶者に日本語学習支援を通して異文化、異言語の環境で暮らす外国人に優しい交流の場を作る目的で、交流を広げて参りました。
西口教授のご指導を頂き、毎月の運営委員会で協議しながら運営して参っておりますが
順調に活動をして参ることが出来たことは、非常に喜ばしいことだと思っております。
さて今期平成31（令和元年）年度の活動報告でございますが
１.春季
　１）にほんごテーブル　
平成31(令和元年)年４月２３日登録受付実施して竹の子日本語交流会春季活動を開始しました。
５月７日から７月２３日まで、１２回にわたり日本語テーブルの活動を毎火曜日１時―２時半実施いたしました。初めの登録は9名の学習者でスタートしましたが、多い時には19名少ない時には11名で、平均学習者参加者は15.9名となっております。
一方パートナーの平均参加者人数は平均22.2名で若干学習者が少ないかなという感じで推移いたしました。
　２）学習者の日本語発表
　　　学習者の日本語能力向上と全体交流目的のために継続実施しております。
　　　ホームページに学習者の発表の写真を掲載させていただいております。
　３）国際教育交流センター教員要請による日本語クラスへの参加（ビジターセッション）
　　　春季はIJ100教室５月14日から６月11日まで５回荒木、今村、上野、岡本、権田、不二門、堀田、増淵、松尾、八鍬（敬称略順不同）の10名に参加して頂きました。　
　　
　４）七夕祭りの開催
　　　７月２日には日本の伝統行事である七夕飾りを学習者に経験してもらい、同時に折り紙などをして楽しんでいただけたと思います。今年も日にちを7月2日に変えて実行いたしましたが好評のうちに終わりました。毎年学習者にとっては字の書き方
も覚えてもらえるし、日本の伝統行事として楽しんでいただいているかなと考えております。
　5）日本映画鑑賞会
　　　今期は前年に引きつづいて、日本映画鑑賞会を実施、竹の子MINI THEATERを令和元年7月30日火曜日に大阪大学ビジターセッション教室の学生も入っていただいて大阪大学と共同開催いたしましてアニメの”かぐや姫”を上映していただきました。
　　　学習者の参加は少なかったのですがまずまずであったと思います。次回も学習者にとって面白そうな作品を選びたいと考えております。
つづきまして秋季でございますが、
２．秋季
1） にほんごテーブル
秋季は10月29日に学習者参加登録受付
　　　　令和元年年11月12日より活動開始して令和年２月4日茶話会、カルタ会まで12回実施予定でした。しかし新型コロナウィルスの影響で2月4日の茶話会、カルタ会は中止となりました。学習者は平均30.1名で春期に比べて大幅増加で、一方
パートナーは平均22.7名で後期は若干前期に比べ増加しております。
２）春季同様学習者による日本語発表の継続
　　　学習者による日本語での発表非常に、興味深く毎回聞かせていただいておりますが、なかなか上手に発表していると思います、テーマは原則学習者に任せています。
３）大阪大学国際教育交流センター教員要請による日本語クラスへの参加（ビジター　　　セッション）
　　　秋季も「IJ１００クラス」への参加要請があり令和元年11月19日から令和元年12月17日までの5回、八鍬、権田、不二門、岡本、増淵、今村、堀田、上野（敬称略順不同）８名に参加していただきました。
4） 年賀状教室を実施いたしましたが今期も、通常竹の子の活動日の中で、パートナ　　ーに、お願いして実施となりましたが、多数の学習者の参加があり今期も好評のうちに終わりました。
5） 運営委員会新年会の実施
　１月14日“おとと”にて西口教授にも参加いただき恒例の新年会を行いました。
但し藤原さんは病欠となりました。
6） [bookmark: _GoBack]会員研修会の実施
　　　　令和2年３月24日2:00PM（火）大阪大学国際教育交流センター、西口光一先生に講師をお願いして「つながりながら，つながる日本語を身につける」という題目でお話していただく予定でありましたが新型コロナウイルスの問題で中止となりました。
７）令和2年２月４日に茶話会を実施して日本の伝統のお茶とカルタを学習者に経験していただければと予定しておりましたが残念ながら今期は新型コロナウィルスの関係で中止となりました。
　８）令和2年２月２１日大阪大学・地域団体ボランテアー留学生支援連絡協議会
　　　　阪大銀杏会館で１３：３０－１６：３０ 竹の子からも６名程度出席いたしました。
　９）竹の子にほんご交流会ホームページ
　　　　竹の子にほんご交流会のホームパージも又立ち上がっておりますが。学習者の日本語による発表の写真等掲載されておりますので学習者にも連絡してあげて下さい。
          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上
次に令和2年度活動計画（予定）につきまして報告させていただきます
春季、秋季ともに同じような活動になると思いますが、今期も学習者の募集に力を入れてまたマッチングもうまくいくように心掛けて行きたいと考えております。出来るだけ
パートナーは学習者を持ったらその期間中は（春季、秋季とも合わせて10回程度）万障繰り合わせて、休むことなく参加するようにお願いします。又どうしても休む場合は学習者とよく連絡を取り合って下さい。
1） 日本語テーブル活動予定　
　　　学習者登録受付日４月28日（火曜日）１３：００－１４：００
　　　できるだけ多くの会員に参加していただいて、学習者を勧誘していただきたく思います。
　　　春季活動開始日５月12日（火曜日）－７月28日（火曜日）	
　　　活動時間１３：００－１４：３０
　　　８月4日は竹の子ミニシアターの予定
2） 学習者の日本語発表
　　　できるだけ多くの写真を見せて貰っての発表の継続
　　　できればパートナーの日本語、英語による発表も検討していきたい
　　　竹の子は日本語を学習者に援助する活動だから、日本語を教えてあげると言う態度をとらないように、あくまで交流が主目的であることを忘れないようにしていただきたいと思います。パートナーも学習者からかわりに何かを教えてもらうぐらいの気構えで日本語学習の援助をしていただきたい。
3） 国際教育交流センター教員の要請によるビジターセッションへの参加
今期も前期同様ビジターセッション、要請がればできるだけ協力していきたいと考えておりますので、皆様のご協力お願いいたします。
4） 七夕パーテー開催
　　七夕パーテー好評であったので毎年学習者も替わることでもあり同様の企画を実施検討していきたい。これに代わる行事もあれば、提案願えればと思いますが今のところないので継続実施予定。
5） 会員のための研修会の開催
引きつづき、会員資質向上の目的で研修会を実施していきたい。
6） 年賀状教室　　好評につき実施予定。
7） 茶話会　節分、カルタなど日本伝統行事の紹介
今期はコロナウイルスにより残念ながら実施できませんでしたが、今季は実施したいと考えております。
特にカルタ会ではただカルタをとるだけでなく、日本語のカルタの意味を説明してあげることも必要と思いましたので、今後ともちょっとずつ、工夫していきたいと思います。節分は今期は外しましたが、若干時間が短いこともあり今後はカルタ会と交互にやっていくなど検討したいと思います。
８）日本映画鑑賞会
開始して７年目となりますが、今季もまた実施予定。
教室は確保済。８月4日実施予定だが学習者に合った作品を選んでいきたい。
９）竹の子にほんご交流会のホーム頁活用
　できるだけ皆様会員にはホーム頁の活用をお願いいたしたく思います。
これを見れば活動状況写真入りで、運営委員会議事録の閲覧などできます。今後もますます充実したものにしていきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。
10）留学生支援連絡協議会
　　　今期も実施参加要請があれば竹の子としてもいろんな団体との交流もありできるだけ参加していきたいと思います。
11）その他
＊竹の子にほんご交流会活動のための運営委員会は活動月の最終火曜日に活動が終わった後に実施しております。
皆様竹の子にほんご交流会の活動を良くしていくための皆様のご提案などありましたら運営委員の方に連絡お願いします。
＊今期は前期実現できませんでしたが、教室を離れての活動、学習者にお国自慢、
特技の発表などを通じて学習者同士又パートナーとの交流を図ってもらえるような機会を持ちたいと考えております。学習者との懇親会なども検討したい。
企画運営担当で、学習者の保険の問題もありますが検討願いたい。
＊竹の子にほんごパートナーの会員も若干年齢、介護、病気諸事情により減少してきており日本語の募集チラシ作成しましたがこれに基ずき、若干募集願います。
但し学習者の参加動向がよくわからないのであまり多く募集していただいても、困る場合もあるのでそれをよく見極めながら熱心に活動できる方を募集していきたいと考えております。

尚、今季の活動は西口先生に教室の確保はして頂いておりますが、コロナウイルスの問題がさらに悪化して竹の子の活動に影響を与えるかもしれません。大阪大学より何らかの指示があればその指示に従いたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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